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「自宅診察料 20 銭以上」「往診料 30 銭以上」のほ

































  『信玄病院資料』設楽原歴史資料館蔵 
   2019年 12月筆者確認 
  『明治の医塾生 馬渕良三日記』天野晴子編 
   2020年 8月筆者確認 
(2)患家の視点 
  『小寺家文書』個人蔵 

















































































































































































































































































































明治四十一年六月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 
日／種目 種別 料金 
自十一 日至十七 日  薬価 壱円六十弐銭 
自   日至   日  温布帯 拾五銭 
自   日至   日  入院料 壱円五銭 
自十一 日至   日  此所へ金五円預り 
自   日至   日  牛乳一升九合 六十六銭五厘 
自   日至   日 
差引金壱円五十一銭五厘 預りニ成 




明治四十一年七月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 
日／種目 種別 料金 
自十  日至二十二日  薬価 壱円拾四銭 
自   日至   日  大手術 拾五円也 
自   日至   日  繃帯材料 六十八銭 
自   日至   日  浣腸 十銭 
 氷嚢 拾五銭 
自十  日至二十三日  入院料 四円弐十銭 
自   日至   日     内壱円七十七銭五厘預分引 
差引金拾九円五十九銭五厘 外ニ壱円四十弐銭  
氷七十一斤 
         壱円五十銭五厘 牛乳四升三合代 
明治四十一年七月廿三日 岐阜県大垣町  
吉益病院□印 
                  惣計弐十弐円五十弐銭 
 










































































































































































































明治四十一年六月 小寺せい 殿 薬価及手術料明細書 
日／種目 種別 料金 
自十九 日至二十三日  薬価 壱円〇八銭 
自十八 日至廿四 日  入院料 壱円〇五銭 
自   日至   日 牛乳弐升一合代 七十三銭五厘 
自   日至   日   〆弐円八十六銭五厘 
自   日至   日 内壱円五十一銭五厘 先分預り分 
自   日至   日 
差引金壱円三十五銭(領収印) 〔鉛筆書き〕「十七銭残り」 

























形成には以下の 4 点の特徴があることが示唆された。 





















黒野：Ⅰ-1 Ⅱ-1,2 Ⅲ-2,3,4 Ⅳ-3,4 Ⅴ-1 
石川：Ⅱ-3 Ⅲ-1 Ⅳ-2 



























































12)新城市ホームページ   
https://www.city.shinshiro.lg.jp/kanko/hito
/makinobu 




14)小寺家文書 Ⅲ 近代 06 書状 (52)西脇孫三
郎小寺8-232 小寺家文書 個人蔵 
15)高野病院栄養科編『腸手術後の食事療法』高野病
院、pp.2－4 
16)東四柳祥子(2017)「明治・大正期における「牛乳・
乳製品」論の系譜～見直されたその価値と摂取意
義～」一般社団法人Jミルク『メディアミルクセ
ミナーニュースレター』№45、pp.1－4 
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